
市市長長就就任任ののああいいささつつ近
年
、地
球
温
暖
化
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）は
、こ
の
ま
ま
で
は
地
表
の
平
均
気
温
は
２１
世
紀
末
ま
で
に

１
・
４
〜
５
・
８
℃
も
上
昇
す
る
と
予
測
し
て
お
り
、異
常
気
象
の
発
生
、生
態
系
へ
の
影

響
、マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
や
浸
水
被
害
を
受
け
る
人
口
の
増
大
な
ど
、人
間
社
会
に

影
響
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
に
は
、そ
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
密
接
に
関
係
し
て

い
る
た
め
、大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
必
要

で
す
。そ
の
た
め
に
、市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
密
接
し
た
地
方
自
治
体
は
、地
域
の
温

暖
化
対
策
の
大
き
な
役
割
を
担
い
、地
域
の
自
然
や
社
会
的
条
件
に
応
じ
て
、き
め
細
か

い
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三期目の市長として再選

された町田市長は、引き続

き全力で市政の運営に取り

組む姿勢を、市議会におい

て次のように述べました。初初登登庁庁すするる町町田田市市長長

私は、５月１８日から三期目の市長として、引き続き市政
を担当させていただくことになりました。ここに、就任の
あいさつ

挨拶を申し上げるに当たり、責任の重さを改めて痛感い
たすところであります。
今後の市政運営につきましては、皆様から寄せられま

まい

した信頼にお応えすべく、新たな決意と情熱をもって、邁
しん

進してまいりますので、一層のご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
私は、市長就任以来、常に市政の主役は市民皆様である
ことを基本に「市民のための市政・市民と共に歩む市政」
を、市政運営の基本姿勢として努力をしてまいりました。
これからも開かれた市政を一層推進し、多様化するニー
ズと、時代の変化に即応した市政運営に努めるとともに、
地域の特性や歴史を生かした、個性的で活力あるまちづ
くりに、議会をはじめ市民皆様のご協力をいただきなが
ら、事業の展開を図ってまいる所存であります。
ところで、自治体を取り巻く社会・経済環境は依然とし
て厳しい状況にあり、財政運営も深刻さを増し、厳しい市
政運営を余儀なくされておりますが、自治体はどのよう
な状況にありましても、自ら財政の健全化と行政改革に
努めながら、課題の解決に果敢に対処していかなければ
ならないと考えております。
私は、これまでの経験を生かしながら、確固たる決意を
もって、市民福祉の向上と地域の振興に努め、活力ある自
立性に富んだ狭山市づくりに専心努力をしてまいりま
す。特に、市民皆様の長年の強い要望でもあり“市の顔づ
くり”としての視点から、最重要事業の一つであります、
狭山市駅西口再開発事業をはじめとする都市基盤整備事
業や、保健・福祉・医療のさらなる充実、また、環境の保全
とIT時代における商工業の活性化対策、そして教育問題
など、これまでに進めてまいりました、各分野にわたる諸
事業のさらなる充実と、計画の早期実現のため、今後も職
員の英知を結集し、一丸となって全力で取り組んでまい
りますので、皆様の一層のご理解とご協力をいただきま
すよう、お願い申し上げ、三期目の市長就任の挨拶とさせ
ていただきます。

狭
山
市
の
取
り
組
み

市
で
は
、こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量

消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
見

直
し
、自
然
と
調
和
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
型

社
会
の
実
現
に
向
け
、平
成
８
年
１１
月
２

日
に
全
国
で
３
番
め
と
な
る
リ
サ
イ
ク
ル

都
市
宣
言
を
行
う
と
と
も
に
、平
成
９
年

度
に
は
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、地
域

環
境
の
み
な
ら
ず
、地
球
環
境
保
全
に
向
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新
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、幅

広
い
か
た
の
意
見
を
計
画
に
反
映
す
る
た

め
、環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
か
た
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
、在
勤
の
環
境
問
題
に
関
心

の
あ
る
個
人
、事
業
者
で
６
月
１
日
現
在
、１８

歳
以
上
の
か
た

申
し
込
み
応
募
用
紙（
環

境
政
策
課
、公
民
館
、出
張
所
、図
書
館
に
用

意
。狭
山
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、環
境
政
策
課
へ

市では、次の３項目に取り組んでいます。
■日常の事務活動等における環境配慮
日常の事務活動などにおける環境配慮として、温
室効果ガスの排出抑制に市役所として率先して取り
組んでいます。
■市庁舎の環境設備の適正管理
市役所本庁舎の環境設備（冷温水発生機など）にお
いて、環境負荷の低減や省エネルギー、リサイクルを
含め適正な管理に努めています。
■施策・事業における環境配慮
環境の保全・創造を目的とする市の施策や事業、公
共工事について環境に配慮しています。

平成１３年度の日常の事務活動等における環境配慮・取組結果
本庁舎

け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。さ
ら
に
、平
成
１２
年
６
月
９
日
に
は
環

境
管
理
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
を
認
証
取
得
し
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
努
め
る
ほ
か
、新
設
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
・
太
陽
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、地
域
に
お
け
る
貴
重
な
緑

地
の
保
全
を
率
先
し
て
実
行
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
一
方
、市

民
と
密
接
に
連
携
し
た
自
治
体
と
し
て
、

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、昨
年
１１

月
２
日
に
市
民
・
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
全
国
初
の
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。さ
ら
に
今
年
６
月
か
ら
は
毎
月

２
日
を
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
と
し
た
ほ
か
、

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
事
業
や
地

せ
ん
て
い

域
で
の
試
行
収
集
、剪
定
枝
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、家
庭
で
簡
単

に
取
り
組
め
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

環
境
家
計
簿
の
実
施
な
ど
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
転
換
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

今
日
、地
球
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
地

球
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、市
民
と
密
接

に
連
携
し
た
自
治
体
の
取
り
組
み
が
ま
す

ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、市
で
は
地
域
環
境
の
保

全
は
も
と
よ
り
、地
球
規
模
で
の
環
境
保

全
に
率
先
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
む
た

め
、今
年
度
、現
環
境
基
本
計
画
を
見
直

し
、新
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、環
境
問
題

が
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
事
業
活
動
と
深

く
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、社

会
経
済
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
な
ど
、市
民
、事
業
者
の
皆
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本庁舎以外の公共施設（小・中学校を除く）

●
問
い
合
わ
せ
環
境
政
策
課
へ
内
線
３

６
７
１

削減率
－１１．５％
－３２．９％
－１４．３％
－２７．０％
－２０．０％
－２．０％
－３．５％
－１５．５％
―――

平成１３年度
３０，８４０
２１，９４４
１７４，８７８
２４７，１５８
２，６７３

１，０７０，４０７
１９，２８１，４０９
１，１３８，７３３

６４

平成１１年度
３４，８３２
３２，７００
２０３，９５１
３３８，５９０
３，３４１

１，０９２，７９５
１９，９７８，６４９
１，３４７，１６５

９６

単 位
�
�
�
�
�
�
kwh
枚

g／１人１日

取組事項
庁用車の燃料
ＬＰＧ
都市ガス
Ａ重油
軽油
灯油
電気
紙
ごみ

削減率
－７．２％
－１１．９％
－２５．５％
－０．９％
－２５．１％
―――

平成１３年度
１，１０３，５５２
７６，０９０
９１，１２１

１，８９５，６８８
２，１０３，３９３

８５

平成１１年度
１，１８８，７９９
８６，３９０
１２２，２３２
１，９１２，２７２
２，８０９，６４４

２０７

単 位
Kg-CO２
�
�
kwh
枚

g／１人１日

取組事項
温室効果ガス
庁用車の燃料
都市ガス
電気
紙
ごみ

昨昨年年１１１１月月２２日日にに全全国国初初めめてて実実施施ししたた「「ノノーーレレジジ袋袋デデーー」」
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